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今日のお話し 

• 特別支援教育におけるICT活用の意義 
• 現状(何があり，どんなことができるか） 
• 期待すること 



特別支援教育におけるICT活用の
意義 

• コミュニケーション手段の確保 
• 自立した学習 
• 学習環境の構築 



どの障害にも共通する課題 
「情報」 

さまざまな情報を得る事の困難性 
（視覚障害・聴覚障害） 

さまざまな情報を操作する事の困難性 
（肢体不自由・病弱） 

さまざまな情報を処理する事の困難性 
（知的障害・発達障害） 



とれているようで取れてないのが 
コミュニケーション 

• 人と人とが対面する方がコミュニケーションし
やすいか？ 
– 視覚障害者と聴覚障害者が対面する場面 
– 肢体不自由児とのメールでのコミュニケーション 
– 自閉症の子どもの言葉と筆談でのコミュニケーシ
ョン 

• 支援機器を活用しなくても良いが，より伝えや
すい方法を追求するのも支援技術である。 



自立した学習を可能にする 

• 障害がある子どもたちは受け身になってしま
いがち 

• 自分でできるようになれば行動とともに意欲
も育つ 

• 誰もすべて身の回りのことができているわけ
ではない 



学習環境の構築 

• 子どもたちにとっていま学ぶことの意味 
 

• 教材は先生を支援はするが代替はしない 
 

• すべて自分でやらず，便利なものは利用する 
 



何があり，どんなことができるか 

• VOCA 
• コンピュータ 
• タイムエイド 
• 携帯端末 



ICT活用に期待すること 

• 教育実践とは目の前の子どもへの指導が第
1であるが，今やっていることを検証し継承す
る文化を創造すること 

• 他者の目を通して実践を振り返らないと独り
よがりの実践になってしまう 

• 指導の記録と実践の発表を 
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